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                              2021.7.21 広報 

 

【質問 1】 

 
 

【質問 2】 

特に意義があった内容は何でしたか（例）教育課程、評価方法、医師との連

携、新人のメンタルサポートなど具体的にあればお願いします 5 件の回答 

 

・各施設マニュアル化の元、新人教育にどのように取り組んでいるのか、具体的でとて

もわかりやすかったです。高度な技術と、知識が求められ、育成にとても時間を費や

す事が伺われた。当院も手術室担当は、敬遠され今人員不足です。スタッフとのコミ

ニュケーションを充実させ眼科看護を共に学んで行きたいと思います、  

・教育課程について 

・当院は手術室専属という形で看護師を採用しております。最も緊張を強いられる手術

介助に従事する前に外来や病棟での経験を経て病院の雰囲気になれたり眼科の基礎知

識を身に着けてから本人の適正も踏まえたうえでの手術室配属という形をとっている

事など、離職率の低下が課題の当手術室にとって大変参考になりました。 

・他施設の取り組みを見る事が出来た事です。  

林眼科さんの Dr 毎にチームを編成している  

宮崎中央眼科さんの外回り→間接介助→直接介助を 3 か月で習得する  

原眼科さんの外来→病棟→手術室の勤務移動  

・このテーマ（難題）にしては時間が足りない感じました。 

・他施設での教育体制を知ることができてよかった 

 

 



【質問 3】 

 

 

【質問 4】 

時間について上記を選択した理由や具体的な希望があれば教えて下さい 4 件の回答 

 

・あっという間の 75 分でした。 

・全体ディスカッションの時間が不足していた 

・興味がある内容であったことも大きいですが集中力が途切れることなく参加できたた

め。 

・ZOOM 慣れしていないせいか、質問が出来なかったので、１人ずつ指名して頂けた

ら もっと良かったと思います。 

 

【質問 5】 

ZOOM を活用した意見交換会についてご意見をお願いいたします。（特にない、はじ

めて使用したが、思いのほか問題なく使用できたなど）5 件の回答 

 

・初めて zoom 活用しましたが、問題なく使用できました。普段グループ LINE で音声

のみの意見交換や会話をしたりしておりますが、顔が見えた方が安心感がありまし

た。 

・チャット機能も使用すると質問等しやすくなると思います 

・face to face の集合会議のメリットももちろんありますが、手軽に集まれることで学

びの機会が増すと思います。 

・特に問題なく出来ると思いました。 

・慣れていなかったので不安でした。 



 

【質問 6】 

 

【質問 7】 

今後スタッフ教育をテーマに行う場合に取り上げて欲しい内容があれば記入

してください 3 件の回答 

 

・外来看護、流動的になりやすいが、どのように新人育成をしているのか。 

・新人スタッフの教育カリキュラムの作成 指導スタッフへの指導スキル（知識・技術

面、メンタルサポート面）の向上に向けた取り組み 

・手術が決定して手術が終わるまで、患者とどのように関わっているか 外来→オペ室

→（病棟）の連携など 

 

【質問 8】 

 



 

【質問 9】 

現在は会員様アンケートをもとに順にすすめさせていただいておりますが、

今後の意見交換会で特に希望するテーマがあればご記入下さい 5 件の回答 

 

・学ぶことが楽しいので、何でもお聞きしたいです。 

・チーム連携や、眼科看護師としてのキャリアプランなど 

・今回は管理者視点の意見交換会でしたが実際に指導するスタッフの悩みや相談ができ

るような機会があればいいと思います 

・患者が喜んだワンポイント！ 手術中に手を握った、医師の説明の補足をしたなど、

患者が喜んだエピソードが聞きたい 

・OP 室内の掃除、IOL 管理など 

 

 

【質問 10】 

その他意見交換会についてのご意見・ご要望などあればご記入下さい。4 件の

回答 

 

・初めて参加させて頂き、大変有意義な時間を頂戴し勉強させて頂きました。ありがと

うございました。コロナ禍で勉強する機会もへり、このような意見交換会で学ぶ機会

があり、他の施設も勇気づけられたのではないかと思います。コロナ禍だからこそ、

できる在り方を改めて学びました。今回は、現場から久しく離れている私を、快く受

け入れて頂いた理事会の方々に感謝申し上げます。 

・意見交換会というよりも、講師を立ててセミナーやシンポジウムの形式があると参加

のハードルが下がって参加者が増えると思います。どうしても発表が必要となると、

資料を作る手間や、苦手な方もいると思うので。 

・貴重な機会を頂戴しありがとうございました 

・特にありませんが、引き続きリーダーシップをとって頂き、眼科看護の向上を先導し

てください。 

 


